
●全国学力学習状況調査（小６・中３）

課題が見られた問題の概要 正答率 調査結果を踏まえた成果 調査結果を踏まえた課題

文章とグラフとの関係を読み取る。 52.6

目的に応じて文章を読み、内容を整理して書く。 17.4

相手に的確に伝わるように、あらすじを捉えて書く。 57.9

一次関数 y＝－２x＋６ が表すグラフを選ぶ 52.6

Ｓ社の団体料金が通常料金の何％引き
になっているかを求める式を書く

21.6

通常料金をaとしたときの団体料金の１０人分が通常
料金の何人分にあたるかを求める計算からわかること
を選び，その理由を説明する

14.2

光の反射の幾何学的な規則性につい
ての知識・機能を活用できる

60.5

濃度が異なる食塩水のうち、特定の質
量パーセント濃度のものを指摘できる

30.5

炎の色と金網に付くススの量を調べる実験を計画する
際に、「変えない条件」を指摘できる 40

●児童・生徒の学力向上を図るための調査（小５・中２）

課題が見られた問題の概要 正答率 調査結果を踏まえた成果 調査結果を踏まえた課題

解決する力 66.9

読み取る力 69.1

話す・聞く 69.3

取り出す力 67.6

読み取る力 49.4

解決する力 54.3

関心・意欲・態度 75

思考・判断・表現 49.6

知識・理解 65.3

知識・理解 47.8

読み取る力 49.1

解決する力 18.5

思考・判断・表現 18

取り出す力 50

読み取る力 59.7
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観点別の調査結果からは、関
心・意欲・態度の観点を除くと
全ての内容で都の平均を上回
ることができた。読み解く力に
関する内容をさらに高めさせ
たい。

取り出す力に対して読み取る
力のポイントが大幅に低い。資
料や事象を多角的に読み取る
活動を授業の中に多く取り入
れ、読み取る力を向上させた
い。

「意欲・関心・態度 」について
を除くとすべてにおいて都の
平均を上回ることができた。
「解決する力」では＋２０．７％
と大きな成果が見られた。

全体を見ると，「知識・理解」を
更に伸ばし，基礎基本を徹底
することにより，応用力をつけ
させていきたい。

全問で、都、全国の平均を超
えることができた。1年生から、
主体的に自分の考えを持ち互
いに協力し合う活動を3年間
継続した成果が無回答率の
低さからもわかる。

国語Ｂ問題で正答率が低い問
題があった。グラフから情報を
読み取り、相手に説明する活
動や、自分の考えをわかりや
すく伝えるための書く訓練をし
ていきたい。

学習指導要領の領域、評価の観点、
問題形式のどの分類についても都、
全国の平均を超えることができた。既
習事項の復習を反復的に行ってきた
ことが、全領域を通しての基礎基本の
定着へとつながっていることがわか
る。

与えられた情報を的確に処理し、
数学的な表現を用いて説明する
力が低い。引き続き、答えだけに
とらわれず、考え方をまとめたり、
説明する活動を通して見方、考え
方、説明する力の伸長を図ってい
く。

国語

理科

全問で、都、全国の無回答率の
平均を下回ることができた。学力
調査に対する本校生徒の真摯な
姿勢を感じる。自分の考えを持ち
表現する力が身に付いていること
が分かる。

自然現象を感覚でとらえることは
できていても数学的に理解・説明
する力が低い。また、成功体験を
最優先に学習活動に取り組んで
いたので、失敗した現象を思考し
正解を導き出す力の弱さが見ら
れた。

算数・数学

取り出す力・読み取る力が都
の平均を上回ることができた。
今後も継続的に読解問題を解
く中で、内容を的確に把握す
る力をつけさせたい。

社会

算数・数学

すべての観点において、都の
平均を上回ることができた。今
後、読解を中心に読み解く力
に関する内容を高めていく。

思考・判断・表現する力が不
十分である。自由英作文やス
ピーチの機会を授業の中で多
く取り入れ、自分の伝えたいこ
とを表現する力をつけさせた
い。

思考・判断・表現する力が身
についてきている。今後も実
験・観察の中で思考をする力
が育てていく。

知識・理解が正答率が半分以
下である。基礎・基本を確実に
定着させ、実験・観察を中心
に解決する力を成長させてい
く。

理科

英語
※中学校のみ

全体的に都の平均を超えてい
るが、その中でも読み取る力を
伸ばし、解決する力とともに向
上させていく。

国語


